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JENESYS2022 日東ティモール交流の記録（行政官等の招へい） 

(テーマ：グループ１「外国人労働者」、グループ２「漁業」、グループ３「防災」) 

  

１．プログラム概要  

【目的】 

 グループ１：「日本における外国人労働者」 

東ティモールの行政官等が、日本で外国人が働く現場を視察することで、今後、東ティモールから

日本への労働者派遣、東ティモール国内での派遣前事前準備、及び、日本語学習のあり方等につい

てのヒントを得る機会を提供することにより、両国の連携を強化することを目的として実施しまし

た。 

 グループ２：漁業関係者交流 

日本の持続的な漁業の現場の視察、体験、講話、交流等を通じ、沿岸漁業と水産業に関する日本の事

例を学ぶことで、日本への関心を高めること及び、この分野の専門家や関係者とのネットワークを

強化することを目的として実施しました。 

 グループ３：防災関係者交流 

近年の豪雨・洪水災害の発生を受けて、東ティモールにおいて環境問題や防災への意識が高まって

いる中、東ティモールの行政官等が、日本における環境問題や防災への取り組み事例を学ぶことで、

日本の技術や強みについての知見を深めること、及び関係者とのネットワークを強化することを目

的として実施しました。 

 

【参加者】 事前学習（オンライン）：東ティモールの大学生・社会人 計 93 名 

訪日プログラム： 計 57 名 

（内訳） 

グループ１：東ティモールの職業訓練・雇用担当国務長官府行政官 計 20 名 

グループ２：東ティモールの漁業関係の若手行政官・実務者 計 20 名  

グループ３：東ティモールの防災関係若手行政官・実務者・大学生 計 17 名 

 

【訪問地】訪日プログラム：グループ１：東京都、愛知県 

グループ２：東京都、静岡県 

グループ３：東京都、岩手県 

２．日程    

 事前学習（オンライン） 

7 月 29 日（金曜日） 【オリエンテーション】【日本理解講義・質疑応答】「日本の社会と文化」 

講師：JICE 日本理解講義講師 アンドラディ久美氏 

11 月 29 日（火曜日） 【オリエンテーション】 

訪日前迄の個別学習 【動画視聴】  

（全グループ共通）「愛知の魅力～産業、最先端技術～」、「日本文化理解（京都）」、「日本語学習」、 
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「ようこそ日本へ～日本の感染症対策～」、「日本の社会と文化」 

（グループ２、３）「南三陸町からのメッセージ」 

 訪日プログラム 

12 月 6 日（火曜日） 成田国際空港より入国 

12 月 7 日（水曜日） 【オリエンテーション】 、【視察】日本科学未来館 

12 月 8 日（木曜日）～12 月 13 日（火曜日） 

３つのグループに分かれ、グループ 1 は愛知県、グループ 2 は静岡県、グループ 3 は岩手県陸前

高田市を訪問。地方プログラム終了後 12 月 12 日（月曜日）に東京へ移動。 

 

（１）グループ１：日東ティモール交流（日本における外国人労働者） 

【視察】東京都議会議事堂 

【講義】「外国人技能実習制度」 

講師：厚生労働省人材開発統括官付海外協力室室長補佐 金子隆太朗氏 

【表敬訪問】愛知県豊田市長 太田稔彦氏 

【市政講義】「豊田市の多文化共生」 

講師：豊田市生涯活躍部国際まちづくり推進課 粕谷忠弘氏 

【交流】豊田市行政官 

【視察】とよたエコフルタウン（持続可能な社会の実現に向けた取組の紹介施設）、名古屋城、 

    大須観音、トヨタ産業技術記念館、名古屋市市政資料館 

【文化体験】七宝焼体験（七宝焼アートヴィレッジ） 

【ワークショップ】 

（２）グループ２：日東ティモール交流（若手行政官・漁業関係者） 

【視察】豊洲市場、築地魚市場株式会社 

【講義】「静岡県のインバウンドプロモーションについて」 

講師：静岡県スポーツ・文化観光部 観光振興課主任 半澤栄治氏 

【視察】焼津港焼津さかなセンター、田子の浦漁港、由比港漁協青年部、富士山本宮浅間大社、 

    静岡県富士山世界遺産センター、駿府城公園 

【文化体験】茶道（於：ふじのくに茶の都ミュージアム） 

【ワークショップ】 

（３）グループ３：日東ティモール交流（若手行政官・防災関係者） 

【講義】「日本とアジアの防災事情の課題」 

講師：JICE 総務部特任部長 長沢亨氏 

【視察】 東京消防庁 都民防災教育センター 

【表敬訪問】岩手県陸前高田市 

【講義】「陸前高田市事業継続計画（BCP）について～東日本大震災の教訓をいかし災害対応に  

      役立てる～」講師：陸前高田市防災局防災課課長 中村吉雄氏 

【視察】高田松原津波復興祈念公園、東日本大震災津波伝承館 

【文化体験】気仙大工左官伝承館、陸前高田松の木体操体験 
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【ホームビジット】岩手県陸前高田市内 5 家庭 

【ホストファミリー歓送会】 

【ワークショップ】報告会準備 

12 月 12 日（月曜日）各地から東京都へ移動、【報告会】 

12 月 13 日（火曜日）成田国際空港より出国 

 

３．プログラム記録写真  

事前学習 

  

7 月 29 日【オリエンテーション】 

JENESYS 概要の説明 

7 月 29 日【講義・質疑応答】 

日本理解講義「日本の社会と文化」 

  

7 月 29 日【講義・質疑応答】質疑応答の様子  7 月 29 日 記念撮影 

訪日プログラム 

グループ１（訪問地：東京都、愛知県） 

  

12 月 7 日【オリエンテーション】 12 月 8 日【視察】東京都議会議事堂 

  

12 月 8 日【講義】「外国人技能実習制度」 12 月 9 日【表敬訪問】愛知県豊田市長 



 

4 

  

12 月 9 日【市政講義】「豊田市の多文化共生」 12 月 10 日【視察】名古屋城 

  

12 月 10 日【文化体験】七宝焼 12 月 11 日【視察】トヨタ産業技術記念館 

 

12 月 11 日【視察】 名古屋市市政資料館 

グループ２（訪問地：東京都、静岡県） 

  

12 月 7 日 訪日時オリエンテーション 12 月 8 日【視察】豊洲市場 

  

12 月 8 日【視察】築地魚市場株式会社 12 月 9 日【講義】「静岡県のインバウンドプロ

モーションについて」 
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12 月 9 日【視察】焼津さかなセンター 12 月 10 日【視察】田子の浦漁港 

  

12 月 10 日【交流】由比漁協青年部 12 月 10 日【視察】富士山本宮浅間大社 

  

12 月 10 日【視察】 

静岡県富士山世界遺産センター 

12 月 11 日【文化体験】茶道 

  

12 月 11 日【ワークショップ】 12 月 12 日【視察】駿府城公園 

グループ３（訪問地：東京都、岩手県） 

  

12 月 7 日 【オリエンテーション】 12 月 7 日【視察】 日本科学未来館 
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12 月 8 日【講義】「日本とアジアの防災事情の課

題」講義中の実技練習 

12 月 9 日【表敬訪問】岩手県陸前高田市 

  

12 月 10 日【文化体験】気仙大工左官伝承館 12 月 11 日【ホストファミリー歓送会】 

岩手県陸前高田市 

  

12 月 12 日【報告会】 12 月 12 日 記念撮影 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

 大学生 

このプログラムに参加させていただいたことに感謝いたします。今回のプログラムに参加して、

日本文化、経済、日本人の礼儀正しさや親切さ、日本の気候等の理解を深めることができ、大変

嬉しく思っています。 

 大学院生 

もともと日本文化や歴史、食べ物などを学ぶことに興味があったので、このプログラムに参加で

きて嬉しく思っています。日本についてもっと知ることができました。将来、旅行や留学などで

日本を訪問した時に役立つ情報だと思いました。 

 社会人 

日本の発展は既に近代化しているにも関わらず、昔ながらの文化も大切にしています。例えば、

昔からメニューは変わらないが、ロボットが注文品を運んでいる近代的なレストランもありま

した。また、建物も近代的な部分と伝統的な部分が融合していました。しかし、セリの仕方は、

昔ながらのやり方で行われていたのが印象的です。私にとって今回のプログラムは大変価値あ

る体験になりました。取れた魚介類を直接お店やスーパーに流通する技術や他国へ輸出する経

営方法が素晴らしいと思いました。 
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 社会人 

日本人の創造性、働き方、礼儀正しさ、先駆的で発展している美しい観光地の数々、東ティモー

ルもいつか日本のようになることを願っていいます。 

 社会人 SEFOP Staff 

豊田市のとよたエコフルタウンの視察では、日本が有する技術に大変感銘を受けました。 

 社会人 

防災について基礎的な知識を学べたことや、津波被害について知ることができ有意義なプログ

ラムでした。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

 講師 

参加者が積極的に講義に参加して下さり嬉しく思います。質問も予想以上に多く、受講生の日   

本への関心の高さがうかがえました。 

 講師 

参加者が熱心に話を聞き、積極的に質問しており、交流プログラムはより充実しました。 

今まで交流したことのない国からの訪日団で、意見交換は非常に良い経験になりました。 

 

６．参加者の対外発信 

  

2022 年 7 月 29 日（Instagram） 

このプログラムに参加できたことは私にとって素

晴らしい経験でした。日本の面積は 378,000 ㎢で

４つの大きな島があるという地理的な内容から始

まり、日本について多くのことを発見することが

できました。（後略） 

2022 年 7 月 29 日（Instagram） 

みなさん、こんにちは。東ティモールの JENESYS

オンラインプログラムの参加者です。オンライン

で参加した素晴らしい交流プログラムでした。本

当にどうもありがとうございました。 
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2022 年 12 月 8 日（Facebook） 

JENESYS のオリエンテーションでの様子です。

東京都庁展望台と東京都議会を視察し、午後は厚

生労働省による海外協力に関する講義を聴講しま

す。 

 

2022 年 12 月 11 日（Facebook） 

厚生労働省海外協力室長補佐の金子氏からご講義

いただきました。金子室長補佐は、技能実習制度

のプロセス、仕組み、手続き、要件など、日本への

技能実習生派遣について、貴重な情報を提供して

くれました。このプログラムを実施してくださっ

た関係者の皆様に感謝します。東ティモールは近

い将来、日本へ技能実習生を派遣することを期待

しています。 

  

2022 年 12 月 8 日（Facebook） 

長沢亨氏による防災事情講義の様子 

2022 年 12 月 8 日（Facebook） 

東京消防庁都民防災教育センター視察での様子 

 

７．報告会での参加者によるアクション・プランの発表（抜粋） 

グループ１（訪問地：東京都、愛知県） 

日・東ティモール交流（日本における外国人労働者）① 
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「外国人技能実習制度の推進」 

 内容：日本の外国人技能実習制度に関する適切な情報の発信 

 理由：東ティモールの人々は、日本における外国人技能実習制度は認知しているので、更に適切な

情報を発信することで制度を正しく理解してもらうため 

 実施時期：2023 年 1 月〜3 月 

 実施する者：日・東ティモール交流（日本における外国人労働者）参加者 

 対象者：セカンダリースクール学生、職業訓練校卒業生、若者グループ、スキルワーカー 

日・東ティモール交流（日本における外国人労働者）② 

 

「日本への労働者（技能実習生）の送出し」 

 内容：日本への技能実習生派遣に向けた東ティモールの職業訓練校とのコーディネーション 

 理由：技能実習候補生のリスト及びデータの確認のため 

 実施時期：2023 年 1 月〜3 月、■ ターゲット：東ティモールの若者 

 実施方法：技能実習候補生に関するデータ収集 

グループ２（訪問地：東京都、静岡県） 

日・東ティモール交流（若手行政官・漁業関係者）① 

 

 

 

 

「職業訓練のインターンシップ」 

 内容：失業者を減らすことを目的として、2023 年 1 月から 2023 年 6 月まで、東ティモールの若

者を対象に、SEFOPE（職業訓練・雇用担当国務長官府 ）と民間セクターが協力して以下の通り

実施する 

 ターゲット：東ティモールの若者 

 選考ステップ：1 .  推進者側との協議、2. 見習社員などの空き、3．ファイルの受け取り、4. 

ファイルの選択、5. 面接と結果発表、6. モニタリングと評価をする 

日・東ティモール交流（若手行政官・漁業関係者）② 
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「日本の漁業と文化に関する経験の共有」 

 JENESYS プログラムの訪日期間で学んだことをまとめた動画制作 

動画タイトル「日本文化学習と水産セクター」 

 日本と水産分野の文化体験で動画を共有するワークショップを開催 

ターゲット：市立アタウロ高等学校、東ティモール JICA 事務所 

日・東ティモール交流（若手行政官・漁業関係者）③ 

 

「ワークショップによる海岸清掃の情報発信」 

 実施日：2023 年 2 月 23 日 

 実施する者：チームボランティア同窓会、■ターゲット：沿岸地域住民、学生、地方自治体 

 アクション：ワークショップ、Facebook などの SNS やパンフレットなどで周知 

グループ３（訪問地：東京都、岩手県） 

日・東ティモール交流（若手行政官・防災関係者）① 

 

 

 

 

 

 JENESYS 参加者の有志グループで、防災意識の大切さを広めます。具体的には市民一人ひとり

が実際に災害が発生した時にどのような行動が求められるかを教えます。 

 2023 年 1 月の半ばに東ティモール国民保護局と協力し実施予定です。 

 SNS プラットフォームを運用し、公共の場での発信予定です。 

日・東ティモール交流（若手行政官・防災関係者）② 

 

 日本の良い事例である自然災害時の避難標識を、東ティモールでも導入したいと思います。 

 私たちは公務員ですので、都市地域の政府と地域社会との間で密接に協力します。津波・洪水・山

崩れ・地震などの災害に対する看板の設置の検討理由は、国を発展させる責任があります。 

 そのような知識のあまりないビダウサンタナとコモロブリッジの 2 か所で、3 か月の間、地域や政

府、関連機関と調整し協力し未来に役立つような計画にします。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


